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１．桶川市こども計画について 

本計画は、令和 5 年 4 月に施行された「こども基本法」（第 10 条第２項）に定める

「市町村こども計画」として、令和 7 年３月に策定しました。全てのこどもが、自立し

た個人として健やかに成長でき、その権利が守られ、将来にわたって幸せに暮らせるた

めの計画です。また、本計画は、「少子化社会対策基本法」、「子ども・若者育成支援推

進法」、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が示す施策を内包します。さらに、

「市町村子ども・子育て支援事業計画」、「次世代育成支援対策推進法」に定める「市町

村行動計画」としての位置づけも担います。 

本計画においては、事業ごとの「量の見込み」に対応するよう、「教育・保育及び地域

子ども・子育て支援事業の内容及び実施時期（確保方策）」を設定しており、子ども・子

育て支援法に基づく基本指針に従い、各年度において、実施状況等を点検・評価し、この

結果を公表することとしています。 

 

２．桶川市の人口等の現状 

区 分 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 

総人口（各年１月１日） 75,202 人 74,822 人 74,680 人 74,448 人 74,172 人 

１８歳以下人口の割合

（各年１月１日） 

11,325 人 

15.1％ 

11,066 人 

14.8% 

10,928 人 

14.6％ 

10,723 人 

14.4％ 

10,548 人 

14.2％ 

年間出生数 

（１/１～１２/３１） 
415 人 379 人 37０ 人 376 人 

未公表 

(国の公表は９月頃) 

年間 

合計特殊出生率 

 市 1.11 

  国 1.30 

  県 1.22 

 市 1.04 

  国 1.26 

  県 1.17 

 市 1.0１ 

  国 1.2０ 

  県 1.1４ 

市 1.03 

国 1.15 

県 1.09 

 

未公表 

(国の公表は９月頃) 

一世帯あたりの人数 

（各年４月１日） 
2.27 人 2.24 人 2.20 人 2.18 人 2.15 人 

 

３．量の見込みと確保方策 （計画書 ９４～１０５ページ） 

（１）教育・保育の確保方策                            単位[ 人 ]  

 

目標確保数 1,275 1,275 1,275 1,275 1,275

実績確保数 1,295

利用実績 977

目標確保数 1,302 1,277 1,277 1,277 1,277

実績確保数 1,290

利用実績 1,225

目標確保数 685 685 685 685 685

実績確保数 673

利用実績 657

目標確保数 107 99 99 99 99

実績確保数 115

利用実績 94

目標確保数 234 227 227 227 227

実績確保数 226

利用実績 222

目標確保数 276 266 266 266 266

実績確保数 276

利用実績 252

109.5%

３号認定

保育事業

１歳

０歳

２歳

107.5%

96.6%

令和
11年度

３～５歳

３～５歳２号認定

事　　業　　名
令和

7年度
令和

8年度
令和

9年度
令和

10年度

教育事業 １号認定

実績に対す
る確保状況

132.5%

105.3%

102.4%

令和7年度
目標達成度

101.6%

99.1%

98.2%

122.3%

101.8%

100.0%
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（２）地域子ども・子育て支援事業の確保方策                  単位[ 人 ]  

 

目標確保数 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所

実績確保数 1か所

目標確保数 694人/月 694人/月 694人/月 694人/月 694人/月

実績確保数
(利用者数) 660

目標確保数 876 886 886 886 886

実績確保数 876

利用実績 815

目標確保数 395 394 391 388 383

実績確保数
(利用者数) 376

目標確保数 171 168 166 163 161

実績確保数
(利用者数) 167

目標確保数 6か所 6か所 6か所 6か所 8か所

実績確保数 6か所

目標確保数 17,128 17,128 18,528 19,228 32,600

実績確保数
(利用者数) 35,061

目標確保数 51,000 51,000 51,000 51,000 51,000

実績確保数
(利用者数)

46,400

目標確保数 7,455 7,448 7,553 7,657 7,762

実績確保数
(利用者数) 5,991

目標確保数 976 976 976 976 976

実績確保数 968

利用実績 154

目標確保数 2,077 2,170 2,263 2,356 2,449
実績確保数
(利用者数)

1,964

目標確保数 5,628 5,614 5,572 5,544 5,460

実績確保数
(利用者数) 4,341

目標確保数 180 180 180 180 180

実績確保数 108

利用実績 10

目標確保数 1,206回 1,203回 1,194回 1,188回 1,170回

実績確保数
(利用者数)

1,160回

目標確保数 － 8人/月 8人/月 8人/月 8人/月

実績確保数 －

利用実績 －

目標確保数 － 14人/月 14人/月 14人/月 14人/月

実績確保数 －

利用実績 －

目標確保数 － 10人/月 10人/月 10人/月 10人/月

実績確保数 －

利用実績 －

目標確保数 51 51 51 51 51

実績確保数 345

利用実績 345

100.0%

令和7年度
目標達成度

95.1%

子育て援助活動支援事業
（ファミリー・サポート・
　センター事業）

時間外保育事業
（延長保育事業）

利用者支援事業
（こども家庭センター）

放課後児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

乳児家庭全戸訪問事業
(こんにちは赤ちゃん訪問事業)

地域子育て支援拠点事業

一時預かり事業
（幼稚園在園児対象の預かり
　保育）

一時預かり事業
（幼稚園の預かり保育以外）

病児・病後児保育事業

令和
11年度

令和
７年度

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

事　　業　　名

204.7%

97.7%
要保護児童対策地域協議会
その他の者による要保護児童
等に対する支援に資する事業

100.0%

100.0%

95.2%

産後ケア事業

乳児等通園支援事業
(こども誰でも通園制度)

2歳児

０歳児

１歳児

子育て世帯訪問支援事業

96.2%妊婦等包括相談支援事業

妊婦健康診査事業 77.1%

－

－

－

676.5%

60.0%

80.4%

94.6%

99.2%

91.0%



3 
 

４．施策事業の展開 評価一覧 

基本目標 施策の基本的方向 

評価別事業数 

A B C D 
終了・

移行 

１ 
こどもを安心して
産み育てられるま
ちづくり 

(１)幼少期の教育・保育の充実 ０ ６ ０ ０ 0 

(２)こどもと親の健康の確保と親の育

ちの支援  
０ １９ ０ ０ 0 

(３)情報発信と相談体制の充実 ０ ７ ０ ０ 0 

２ 
こどもの生きる力
を育み個性を伸ば
すまちづくり 

(１)学校教育の充実 ０ １７ ０ ０ 0 

(２)居場所づくり ０ ８ ０ 0 0 

(３)遊びや体験機会の充実 ０ ５ ０ 0 0 

(４)学びのフォローアップやキャリア

支援の充実 
０ ６ ０ 0 0 

(５)こどものこころとからだが育つた

めの環境づくり 
０ １０ ０ １ 0 

(６)若者のライフステージに応じた支

援の充実 
０ ８ ０ 0 0 

３ 
こどもの権利が守
られ未来へつなが
るまちづくり 

(１)こどもの人権の擁護と人権意識の

向上 
0 ３ ０ ０ 0 

(２)社会参加・意見表明機会の充実 ０ ２ ０ ０ 0 

(３)障害のあるこどもへの支援の充実 ０ ８ ０ ０ 0 

(４)多様な背景をもつこども・家庭へ

の切れ目のない支援 
０ ５ ０ ０ 0 

(５)こどもの貧困に関する取組 ０ ６ ０ ０ 0 

(６)児童虐待に対する取組 ０ ５ ０ ０ 0 

４ 
みんなでこども・
子育てを応援する
まちづくり 

(１)子育てにやさしい社会づくり ０ ２ ０ ０ 0 

(２)安心・安全な環境の整備 ０ ５ ０ ０ 0 

(３)子育てと仕事の両立支援の充実 ０ ３ ０ ０ 0 

(４)子育て家庭への経済的支援の充実 ０ １６ ０ ０ 0 

(５)地域における子育て支援の充実 ０ 10 0 0 0 

 各事業の実施状況については【５．施策事業の展開 実施状況】のとおり 

 

評価の考えかた 

A  計画以上に進捗している 

 B  概ね計画通りの進捗状況 

 C  計画より進捗が遅れている 

 D  未着手 



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

1-1-1

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(１)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

★
通常保育
事業

保護者の就労等の理由により、
保育を必要とするこどもについ
て、保護者からの入所申請に基
づき、認可保育所や認定こども
園等で保育を行います。また、
多様化するニーズに対応すると
ともに、こども一人ひとりの成長
を支援するために保育の質の向
上を図ります。

保育課

保育施設の利用定員1,290人に対
して、令和８年３月時点の利用者
は1,225人となっており、待機児童
の解消を図った。
兄弟姉妹で異なる施設を利用して
いる方について、同施設の利用と
なるよう順次解消を図った。

B

1-1-2

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(１)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

延長保育
事業

保護者の就労形態の多様化に
対応するため、保育所（園）にお
ける通常の保育時間を延長して
保育を行います。

保育課

公立保育所及び私立保育所等で
実施した。
・利用人数　　660人/月（平均）
　　　　　　　　　　29人/日（平均）

B

1-1-3

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(１)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

一時保育
事業

保護者が、就労、急病、冠婚葬
祭、リフレッシュなどの理由でこ
どもを預けたいときに、保育所
（園）等で、一時的にこどもの保
育を行います。

保育課

私立保育所、認定こども園及び幼
稚園等で実施した。
・利用人数52,391人／年
(ファミリー・サポート・センター未就
学児人数含む)

B

1-1-4

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(１)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

病児・病後
児保育事
業

病気やけがをしたとき、あるいは
その回復期にある児童を専用の
保育室で一時的に保育し、保護
者の子育て、就労等の両立を支
援します。

保育課

市内１施設で実施し、保護者の子
育て、就労等の両立を支援した。
・開設日数　242日／年
・利用延べ人数 154人／年

B

1-1-5

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(１)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

だれでも通
園制度の
検討

市内全体で、全てのこどもの育
ちを応援するため、全ての子育
て家庭に対して、月一定時間ま
で就労要件を問わず、時間単位
等で柔軟に利用できる「こども誰
でも通園制度」の実施に向けた
取組みを進めてまいります。

保育課

生後6か月から満3歳未満で、保育
所や認定こども園等に通っていな
い子ども1人につき月上限10時間
まで利用できる「こども誰でも通園
制度」を令和8年4月より実施する
ため各種整備を進めた。

B

1-1-6

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(1)幼児期の
教育・保育の
充実

こどもの成長を支えるととも
に、保護者の多様な働き方に
対応し、全てのこどもが教育・
保育を受けることができるよ
う、保育施設等の量の確保と
質の向上に努めます。

★
保育所整
備事業

公立保育所の役割と、老朽化し
た施設の整備を検討します。

保育課

鴨川保育所の老朽化に伴う大規
模改修工事を完了し、新たな施設
で保育を開始した。
また東側基幹子育て支援施設の
検討を進めた。

B

５．施策事業の展開　実施状況

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

1-2-1

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

★
こども家庭
センター

こども家庭センターを設置し、母
子保健と児童福祉が連携・協働
して、妊産婦及び乳幼児の健康
の保持増進に関する包括的な
支援、こどもと子育て家庭（妊産
婦を含む）の福祉に関する包括
的な支援を切れ目なく提供しま
す。

こども未来課
健康増進課

令和6年度こども家庭センター設
置。母子保健コーディネーター、子
育てコンシェルジュ、子ども家庭支
援員等が連携し、妊娠期から子育
て期まで切れ目のない支援（訪
問・電話相談・子育て支援事業）を
実施した。
・こども家庭センター連絡会議隔月
１回
・こども家庭センター合同ケース会
議 月１回
・母子ケースカンファレンス 月１回
・プレママ幼稚園・保育園子育て
支援相談会 １１回
参加者数
妊婦４３人、家族１０人
(健康増進課)

こども家庭センターにて月１回の合
同ケースカンファレンスや個別事
例検討の実施により、支援を必要
とする妊婦および乳幼児の早期発
見・共有を行い、統括支援員の指
揮のもと児童福祉と母子保健が連
携し、一体的支援を行った。
(こども未来課)

B

1-2-2

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

母子健康
手帳の交
付

こども家庭センター（保健セン
ター）において、妊娠中に役立つ
情報の提供や相談に応じなが
ら、母子健康手帳を交付しま
す。必要に応じて、電話や面接、
訪問を行い、安心して妊娠・出
産・子育てができる環境を整え
ます。

健康増進課

妊娠の届出受理、母子健康手帳
の交付、子育てガイド・セルフプラ
ンを用いた面談を実施した。
・母子健康手帳交付人数 ３８８人
・転入妊娠届出数 ４１人

B

1-2-3

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

妊婦健康
診査事業

妊産婦の健康の保持及び増進
を図るため、母子健康手帳交付
時に委託医療機関で使用できる
妊産婦の健康診査助成券を配
布します。（妊産婦健診助成制
度）里帰り出産等で助成券が使
用できなかった場合に健診費用
を助成します。

健康増進課

妊産婦の健康の保持及び増進の
ため、委託医療機関にて妊婦健康
診査を実施した。
・妊娠中１４回実施
受診者数 延べ４，３４１人
・産後１回実施
受診者数 延べ３３３人

里帰り出産等で委託外の医療機
関で受診した場合、費用を助成し
た。
・妊婦１７人、８６回
・産婦４３人、４３回

B

1-2-4

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

妊婦歯科
検診

う歯や歯周病を早期発見し治療
に結びつけることで妊婦の健康
の保持増進を図るため、妊娠届
出時に歯科健診の案内を配布し
ます。

健康増進課

う歯や歯周病の早期発見・治療の
ために、妊娠中１回無料で歯科健
診を受けることができるように妊婦
歯科健診を実施した。
 ・受診者数 ９９人

B

1-2-5

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

マタニティ
クラス（母
親学級）

母子の心身の健康を保持、増進
するために、妊娠、出産、育児
に関する講座や相談（交流）会
等を実施し、正しい知識の普及
と不安の軽減を図ります。

健康増進課
マタニティクラスを実施した。
・前期３回、後期４回実施
  参加者数延べ ３１人

B

5



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

1-2-6

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

育MENクラ
ス
（父親学
級）

父親向けの育児に関する実習
等を実施し、正しい知識や技術
の普及を図るとともに、参加者
同士の交流や地域のつながりづ
くりの場を提供します。

健康増進課
育MENクラスを実施した。
・年２回
  参加者数 ６人

B

1-2-7

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

パパママ体
験クラス
（両親学
級）

母子の心身の健康を保持、増進
するために、両親向けの育児に
関する実習等を実施し、正しい
知識や技術の普及と不安の軽
減を図ります。

健康増進課

パパママ体験クラスを実施した。
・年１２回 参加者数　１２５人
（父親の参加人数が母親を上回っ
た）

B

1-2-8

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心してこどもを産み育てられ
るよう、全てのこどもと子育て
をする親の健康を確保し、妊
娠、出産、産後、子育てまで、
母とこどもの健康づくりや相
談・訪問を通した育児不安の
軽減に努めます。

産後ケア事
業

産後の母子とその家族が健や
かな育児ができるように医療機
関や助産院等で助産師による心
身のケア、育児支援を提供しま
す。宿泊型・デイサービス型・訪
問型の３つの支援があります。
利用料金の一部を市が負担しま
す。

健康増進課

産後ケア事業を実施した。
各サービスにおいて利用日数に応
じた利用者負担額を設定し、残り
の費用を市が負担することで、利
用者の経済的負担の軽減を図っ
た。
・宿泊型
利用者負担額：2,500円～5,000円
利用実人数２９人
利用延べ日数８０日
・デイサービス型
利用者負担額：1,100円～3,600円
利用実人数５９人
利用延べ日数７３日
・訪問型
利用者負担額：500円～3,000円
利用実人数１５８人
利用延べ日数１９２日

B

1-2-9

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

乳児家庭
全戸訪問
事業
（こんにち
は赤ちゃん
訪問事業）

生後４か月までの乳児がいる家
庭に、専門職が訪問し、母子の
健康状態や養育環境を確認した
り、母親の相談に応じたりする
事業です。乳児家庭の孤立化を
防ぎ、母親同士の交流の場を情
報提供し、乳児の健全な育成環
境を整えます。

健康増進課

児童福祉法に基づき、生後４か月
までの乳児がいる家庭に、虐待予
防と地域の子育て情報の提供を目
的として、乳児家庭全戸訪問事業
を実施した。
・訪問数 ３７６人

B

1-2-10

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

予防接種
の実施

感染症の予防を図るため、予防
接種法に基づき予防接種を実
施します。（任意予防接種助成
事業）予防接種法に基づかない
予防接種のうち、市が指定した
重篤化しやすい感染症の予防
接種費用の一部を助成します。

健康増進課

法定予防接種を実施した。任意予
防接種（インフルエンザ）の助成を
実施した。
予防接種法によって定められた接
種期間で適切に接種が行えるよ
う、健診・相談の機会、広報、HP等
を通じて周知した。
・法定予防接種
　延べ１０，６３４人
・任意予防接種
　 延べ２，８５８人

B

6



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

1-2-11

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

乳幼児健
康診査及
び相談事
業
（４か月児
健診、１歳
６か月児健
診、３歳３
か月児健
診、７か月•
１０か月児
相談、１か
月児健診
助成事業）

乳幼児健康診査の充実のため、
発達の遅れや異常の早期発見
を行うとともに育児等に関する
指導を行い、こどもの健康の保
持増進や保護者の育児不安の
軽減を図ります。（１か月児健診
助成制度）１か月児健診費用を
助成することにより、切れ目のな
い健康診査の実施体制を確保し
ます。

健康増進課

乳幼児の身体発達、精神発達など
の健康状態を把握し、異常の早期
発見に努めた。また、未受診者に
は個別に対応した。
・１か月児健診 ３４１人
・４か月児健診  ３９２人
（９６．８％）
・１歳６か月児健診  ４２９人
（９８．６％）
・３歳３か月児健診 ４５１人
（１００．９％）

月齢（７か月・１０か月）に応じた、
発達の様子や育児状況を確認し、
必要に応じて保健師等の継続支
援を行なった。
 ・７か月・１０か月児相談
延べ ８０８人

B

1-2-12

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

小児救急
医療

こどもの急な病気やけがに対応
できるよう、埼玉県央広域消防
本部と連携し、小児初期救急医
療と小児二次救急医療の体制
を維持します。

健康増進課

こどもの急な病気やけがに対応で
きるよう、埼玉県央広域消防本部
と連携し、小児初期救急医療と小
児二次救急医療の体制を確保し
た。
・小児初期救急医療 ２９２日
(１５５人診療)
・小児二次救急医療 ３６５日
(２，３１６人診療)

B

1-2-13

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

栄養相談•
食育普及
事業（就学
前児童）

地域の親子や保育所の在園児
等を対象として、マタニティクラ
ス、乳幼児健康診査及び相談事
業、子育て支援拠点、保育所等
で栄養相談や食育の普及を図り
ます。また、関係機関と連携しな
がら、尿ナトカリ比を活用した食
育を実施するなど生涯の健康を
支える食育を充実させます。

健康増進課
こども未来課
保育課

マタニティクラス、乳幼児健診、相
談事業における講話及び栄養相
談を実施した。
・マタニティクラス(前期)講話 １３人
・子育て支援拠点栄養相談 ８０人
・ナトカリ比活用の食育指導
(３歳３か月児健診時実施)
４５１人

保育所での食育普及活動を実施し
た。
・鴨川保育所9回
・北保育所9回
・坂田保育所9回
・日出谷保育所8回

B

1-2-14

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

赤ちゃんサ
ロン

育児の正しい知識の普及と保護
者同士の交流を図ることを目的
として、生後２か月～６か月のこ
どもを育てる保護者を対象に駅
前子育て支援センター、日出谷
子育て支援センターにおいてサ
ロンを開催します。

こども未来課

駅前子育て支援センター（ほほえ
み）、日出谷子育て支援センター
（ぽかぽか）にて２か月～６か月の
お子さんと保護者を対象に月に１
回ずつ赤ちゃんサロンを実施。（定
員１０組）母子保健コーディネー
ター、子育てコンシェルジュによる
育児相談を行った。
・駅前子育て支援センター 計１２
回　参加者
保護者１５１人
子ども１４２人
計２９３人
・日出谷子育て支援センター計１２
回
参加者
保護者１３７人
子ども１３８人
計２７５人

B

1-2-15

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

妊娠や出
産への希
望の実現
支援

こどもを望む人に対し、不妊検
査及び不育症検査にかかる費
用の助成を行い、次世代育成支
援につなげます。

健康増進課

不妊検査・不育症検査にかかる費
用の負担軽減を図るため、費用を
助成した。
・不妊検査 ３８人
・不育症検査 ４人

B

7



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

1-2-16

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

親の学習
講座

小学校入学前の就学児健康診
断や中学校入学前の新入生保
護者説明会、PTAの研修会など
において、県が作成した「親の
学習プログラム」を活用して講座
を実施するなど、子育てに関係
する学習機会の提供を行いま
す。

生涯学習・
スポーツ推進
課

小学校は就学時健康診断の日程
に、中学校は入学説明会の日程
に合わせて開催し、入学を控えた
保護者全員が、子育てについて考
えたり、思春期の子どもとのかか
わり方について考えたりできる、親
としての学びの機会を提供した。
・埼玉県家庭教育アドバイザーに
講演を依頼した。
参加人数
小学校５２９人
中学校５４３人
どちらもグループ協議を行い、満
足度の高い講座となった。

B

1-2-17

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

家庭教育
に関する講
演会

「家庭教育に関する講演会」、県
が作成した「親の学習プログラ
ム」を活用した講座など、子育て
に関係する学習機会をさらに充
実させます。

公民館

「幼児・家庭教育セミナー」を全6回
（うち１回中止）開催。
参加　延べ69人
託児人数　延べ89人

B

1-2-18

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

幼児・家庭
教育セミ
ナー

幼児・小学生の保護者を対象
に、「こどもたちの育ち方」「親自
身の成長」をテーマとする講座
を、セミナー形式を取り入れなが
ら開催します。

公民館

未就学児の保護者を対象に、全6
回のセミナー形式で講座を実施し
た。
1回目　親子体操
2回目　料理講座（時短料理）
3回目　臨床心理士による講義
4回目　臨床心理士による講義
5回目　防災講座（中止）
6回目　工作（コサージュ作り）

B

1-2-19

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

（2）　こどもと
親の健康の確
保と親の育ち
の支援

安心して子どもを産み育てら
れるよう、全ての子どもと子育
てをする親の健康を確保し、
妊娠、出産、産後、子育てま
で、母と子どもの健康づくりや
相談・訪問を通した育児不安
の軽減に努めます。

妊婦等包
括相談支
援事業（利
用者支援
事業）

妊娠時から妊産婦等に寄り添
い、出産・育児等の見通しを立
てるための面談や継続的な情報
発信等を行うとともに、必要な支
援につなぐ伴走型の相談支援を
行います。

健康増進課
こども未来課

妊婦・子育て世帯が安心して出
産・育児が出来るよう、妊娠期から
出産・子育てまで一貫して身近な
ところで相談に応じる伴走型相談
支援を実施した。
・妊娠届出時面談 ４２９人
・妊娠８か月アンケート ３４１人
・産後アンケート ３９０人
・プレママ幼稚園・保育園子育て支
援相談会 １１回
参加者数 妊婦 ４３人
家族 １０人

B

1-3-1

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

利用者支
援事業（子
育てコン
シェル
ジュ）

保育所（園）、幼稚園、認定こど
も園等の施設や地域の子育て
支援に関する情報を集約し、こ
どもや保護者が適切にサービス
を選択し、利用することができる
よう必要な情報提供を行いま
す。子育て中の家庭の身近な場
所で、育児相談や助言を行うと
ともに、必要に応じて関係機関と
の連絡調整を行います。

こども未来課

母子保健コーディネーターと子育
てコンシェルジュが連携し、妊娠期
から子育て期まで切れ目のない支
援（訪問・電話相談・子育て支援事
業）を実施した。
・妊娠８か月時にアンケートを実施
し、希望者にプレママ幼稚園・保育
園子育て支援相談会を実施し、妊
娠中から子育て期まで切れ目なく
必要な支援が受けられるよう、
サービスの充実を図った。

B

1-3-2

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

桶川市子
育てガイド
ブックの発
行

「桶川市子育てガイドブック」を
作成し、子育てに関する支援制
度や相談窓口、子育てサービス
の最新情報を発信します。

こども未来課

令和４年４月に２０２４年度版子育
てガイドブックを発行し、配布した。
・パンフレット掲載内容に大きな変
化がないため、引き続き、窓口対
応時に配布した。

B

8



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

1-3-3

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

多様な媒
体による情
報発信の
充実

こども・子育て家庭が、どのライ
フステージや状況においても必
要な情報や正しい知識を身に着
けられるよう、SNS等の活用も取
り入れた効果的でわかりやすい
情報発信を図ります。

こども未来課
あそぼうカレンダー、マタニティクラ
スをSNSで発信して情報提供を
図った。

B

1-3-4

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

こどもと家
庭なんでも
相談

子ども家庭支援員による相談支
援により、相談者の声を傾聴す
るとともに、ニーズ把握を行い必
要な社会資源につなげるなど、
関係機関との連携により、家庭・
育児支援の充実を図ります。

こども未来課

令和6年4月よりこども家庭セン
ター設置を行ったが、子ども家庭
支援員の配置および「こどもと家
庭なんでも相談」については継続
して実施しており、家庭・育児支援
および児童虐待の早期発見・支援
を行った。
令和７年度 ６８件

B

1-3-5

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

いつでも子
育てメール
相談

子ども家庭支援員による相談支
援により、助言を行うとともに、
ニーズ把握を行い必要な社会資
源につなげるなど、関係機関と
の連携による家庭・育児支援の
充実を図ります。

こども未来課

令和6年4月よりこども家庭セン
ター設置を行ったが、子ども家庭
支援員の配置および「いつでも子
育てメール相談」については継続
して実施しており、家庭・育児支援
および児童虐待の早期発見・支援
を行った。
令和７年度 ４件

B

1-3-6

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

ひきこもり
に関する相
談窓口の
実施

各相談窓口の周知を図り、相談
しやすい環境づくりに努めるとと
もに、関係機関と連携し、包括
的な支援体制を構築します。

障害福祉課
健康増進課

各相談窓口をパンフレットや市
ホームページで周知するとともに、
様々な相談に応じ、関係機関と連
携し適切な支援を行っている。

B

1-3-7

１　こどもを安
心して産み育
てられるまち
づくり

(3)情報発信と
相談体制の充
実

こどもや子育て家庭の精神的
な不安を和らげるため、必要
な情報提供や相談の充実を図
ります。

教育セン
ター事業

こどものしつけ、学習、学校での
友人関係、集団への適応、不登
校などの様々な相談に応じま
す。

学校支援課

教育センターでは、常駐する臨床
心理士または相談員が電話並び
に来所による相談業務を実施し
た。
Ｒ７年度の相談件数は教育セン
ター全体で936件
（電話・来所を含む）であった。

B

2-1-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

教員の指
導力向上
事業

こどもたちの学力向上のため
に、教員の指導力向上と個に応
じたきめ細やかな 指導に取り組
み、「主体的・対話的で深い学
び」の実現を目指します。

学校支援課

参集型やオンライン型で研修を行
うことや学校訪問における指導主
事からの指導を通して、教員の指
導力の向上と個に応じた指導の充
実を図り、児童生徒が「主体的・対
話的で深い学び」を実践できるよう
に努めた。
主な実績
学校課題研究発表会３校
学校訪問１１校
少人数やティームティーチングの
ための加配教員や教育指導補助
員を小中５２名配置
ICT支援員３名を全校に配置
個に応じた指導を充実させた。

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-1-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

特別支援
教育

障害を理由に、差別をしたり、差
別をされたりすることがないよう
に、特別に配慮を要する児童生
徒への理解を深め、特別支援教
育を充実させるとともに、交流教
育の充実を図ります。また、通常
の学級に在籍する配慮を必要と
する児童生徒への支援の充実
を図ります。

学校支援課

・特別支援コーディネーターを対象
にした研修や学校訪問（市内全11
校）での指導主事からの教員への
指導を通して、教員の資質能力お
よび指導力の向上と個に応じたき
め細やかな指導の充実を図り、児
童生徒が「主体的・対話的で深い
学び」を実践できるように努めた。
・学校課題研究本発表の実施（４
校）個々の教員に対して指導を
行った。
 ・桶川市教育研究会の研修への
援助や教育講演会を実施した。
 ・教育指導補助員を配置
小学校 ４０名
中学校 １３名
・,ＩＣＴ支援員を全校に配置（兼務
含む）し教員とともに、個に応じた
指導を充実させた。

B

2-1-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

道徳教育

桶川市道徳教育研修会や学校
訪問等の機会を通して、「考え
議論する道徳」の授業実践に対
し、指導助言を行います。

学校支援課
・各学校において、道徳科の年間
指導計画を基づいた道徳科の実
施を着実に行った。

B

2-1-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

総合的な
学習の時
間

引き続き地域の高齢者などを講
師として招き交流を深めながら、
環境、福祉、国際理解など今日
的な課題であるテーマに関して
も理解を深められるよう実践しま
す。

学校支援課

・一人一台端末を活用したインター
ネット等の情報や図書室の本から
の情報により、環境、福祉、国際
理解等、児童生徒が主体的に取り
組める実践を行った。
・博学連携事業を通じて、博物館
等からのお知らせを学校に周知し
た。

B

2-1-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

健康教育

運動するこどもとしないこどもの
体力の二極化が進んでいること
から、全てのこどもたちに運動す
る習慣を身に付けさせるととも
に、バランスのとれた運動能力
の向上に取り組みます。

学校支援課

・体力向上推進委員会を核とし、
運動機会の減少やスクリーンタイ
ムの増加を背景とした児童生徒の
体力低下について、「授業改善」
「運動の日常化」「生活習慣の改
善」「家庭・地域との連携」の４つの
視点から協議した。
・体育授業の充実に向け、体力向
上推進委員会や学校訪問を通じて
具体的事例の情報共有を行い、運
動好きな児童生徒を育成するため
の授業改善を行った。

B

2-1-6

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

防煙健康
教育講演
会

防煙教室の取組を通して、実施
内容や成果の把握に努め、家庭
との連携の状況について、情報
共有を行います。

学校支援課

・市内小学校４校にて防煙教室を
実施した。児童に対して煙草の害
と薬物による害を伝えるよい機会
になっている。また、保護者にも参
加を促し、防煙に対する啓発にも
繋げることができた。
・取組内容を市内養護教諭部会で
共有を図り、情報共有を行った。

B

2-1-7

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

薬物乱用
防止教室

こどもが主体的に自分の健康を
守るよう、薬物の使用について
各学校で「薬物乱用防止教室」
を引き続き開催します。

学校支援課

・市内小中学校５校で埼玉県警察
「あおぞら」を外部講師として招聘
し薬物乱用防止教室を行った。児
童生徒に対し薬物の恐ろしさを知
識として身に着けさせることができ
た。
・市内小学校４校で防煙教室を行
い、その中で薬物の害についても
教えていただくことができている。

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-1-8

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

食育

「生きる力」を育む「食育」の指導
方法についての理解を深め、こ
どもたちの発達に応じた指導力
の向上を図ります。

学校支援課

桶川市教育研究会食育部会にて、
夏季研修会と授業研究会を開催し
た。夏季研究会では、見て触って
考えることのできる掲示物を作成
した。授業研究会では、目に見え
ない栄養と成長期の自分の体の
つながりの理解を目指し、ICT等を
活用し児童の理解を深める授業を
展開することができた。

B

2-1-9

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

自然学習
感動する心や感謝の心を育むた
め、直接自然や人と触れ合う体
験活動の充実を図ります。

学校支援課

グリーンカーテンやジャンボスイカ
の取組を通して、こどもたちが主体
的に自然と触れ合う体験活動の充
実を図っている。

B

2-1-10

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

性に関する
指導

体育科、保健体育科の授業にお
いて、体の発育・発達、心身の
健康、性感染症等の予防に関す
る知識を身に付けること、生命
の尊重や自己及び他者の個性
を尊重するとともに、相手を思い
やり、望ましい人間関係を構築
することなどを重視し、指導しま
す。

学校支援課

学校訪問を通して年間指導計画を
基に発達段階に応じた体の発育・
発達、心身の健康、性感染症等の
予防に関する知識を児童生徒に
身に着けさせる授業を展開するよ
う指導した。また、養護教諭と
ティームティーチング指導を行い、
専門性を生かした保健教育を行っ
ている。

B

2-1-11

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

教育相談
事業

思春期から青年期にかけてこど
もたちが安心して相談できる体
制を整備し、関係機関との連携
を図ります。

学校支援課

学校や関係機関と密に情報共有
を行い、状況の把握を行った。学
校にスクールカウンセラー、相談
員を配置し相談体制を整えてい
る。また、教育センターでは１８歳
までを対象としており、幅広い年齢
の子どもに対応できるよう、相談体
制を整備している。

B

2-1-12

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

不登校対
策事業

不登校については、不登校対策
プロジェクトリーダー連絡会議等
を通じて、各校の教育相談体制
など対策の充実を図ります。ま
た、不登校・ひきこもり相談や、
多様な学びの場・支援の仕組み
について紹介します。

学校支援課

不登校対策プロジェクトリーダー会
議を年3回実施し、不登校防止の
為の情報提供や学校間での情報
共有を行った。第２回、第３回は生
徒指導担当と合同で行い、より広
い範囲で不登校支援に対して協議
を行った。

B

2-1-13

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

いじめ防止
推進事業

関連する委員会や協議会等を
通じ、「いじめ防止対策推進
法」、「桶川市いじめ防止等のた
めの基本的な指針」等の内容を
周知徹底し、いじめの予防・解
消に向けた積極的な認知と早期
対応を各学校に促すとともに、
研修等の充実を図り、いじめ防
止への取り組みを推進します。

学校支援課

いじめ防止連絡協議会では、委員
により「いじめ」の定義等について
再確認を行い、桶川市のいじめの
実態及びいじめ防止の取組につい
て、共通理解を図った。いじめ防止
パンフレットを作成し、市内小・中
学校に在籍する児童生徒の全家
庭に配布し、啓発するとともに、い
じめ防止ポスターを作成し、市内
小・中学校の全教室に掲示し、啓
発を図った。

B

11



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-1-14

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

幼•保•小•中
の連携事
業

「幼・保・小・中教育研究協議会」
を開催することにより円滑な接
続を図るとともに、地域や家庭と
情報交換を行い、ゆとりある子
育てができるよう努めます。

学校支援課

円滑な接続を図るために、「幼・
保・小・中教育研究協議会」を２月
に開催し、接続期の取組につい
て、情報交換などを行うことができ
た。

B

2-1-15

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

ＩＣＴ教育推
進事業（新
しい時代の
学びに対
応する教育
の推進）

ＩＣＴを活用した主体的・対話的で
深い学びや、児童生徒の情報活
用能力の向上などに取り組みま
す。

学校支援課
教育総務課

学習者用端末（5,460台）を更新
し、情報活用能力向上のための環
境を整えた。

B

2-1-16

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

小・中学校
９年間を見
通した一貫
性のある学
校教育

児童生徒の進路実現に向けた
各小・中学校の一貫性のある学
習指導の推進及び学校運営研
究委員会による情報共有や連
携強化を図ります。

学校支援課

学校運営研究委員会では、中学
校区で行事予定や授業方法を共
有しあい、進級しても児童・生徒、
保護者が戸惑わないよう、学校行
事の調整や授業の流れの統一を
図っている。

B

2-1-17

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（１）学校教育
の充実

確かな学力、豊かな人間性、
健康と体力からなる知・徳・体
をバランスよく育てる児童生徒
の「生きる力」の育成を図りま
す。また、学校と家庭、地域が
連携し、様々な主体と協働しな
がら、こどもを社会全体で育て
る環境づくりや、健康教育を推
進し、心身の健康の保持、増
進を図るとともに、地域への愛
着など豊かな人間性を育む教
育環境づくりなどを進めます。

学校運営
協議会の
設置事業
（コミュニ
ティ・スクー
ル）

各学校の学校運営協議会、コ
ミュニティ・スクール連絡協議会
を継続して実施します。

学務課

令和７年度は、市内各小・中学校
において学校運営協議会を開催し
た。各小・中学校の学校運営協議
会の委員の代表が参集する桶川
市コミュニティ・スクール（学校運営
協議会）連絡協議会を年２回開催
し、先進事例や各校の取組につい
て、情報共有を行った。

B

2-2-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

★
児童館等
整備事業

18歳未満の全てのこどもの遊び
の拠点、居場所として市域の西
側に児童館等の子育て支援機
能を持った施設を整備します。

こども未来課
児童館を含めた公共機能を精査
するとともに、民間活力導入可能
性調査を実施した。

B

2-2-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（2）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

児童館事
業

１８歳未満の地域の全てのこど
もの遊び、活動の拠点や居場所
として、機能の充実を図るととも
に、子育て支援拠点として位置
付け、乳幼児の親子に交流の場
を提供します。また、地域におけ
る世代間交流の促進を図りま
す。

こども未来課

令和元年度より指定管理制度とな
り、新規事業の開催や老人福祉セ
ンターとの合同事業を多く開催して
いる。
令和7年度新規事業として、西側
地域で移動児童館を実施し、市内
全域の児童への様々な活動の機
会の提供や居場所作りに努めた。

B

12



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-2-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

放課後子
供教室（あ
いあい広
場）

学校や地域及び家庭が連携す
ることにより、こどもが地域社会
において心豊かで健やかに成長
できるよう、市内全小学校にお
いて、放課後の安心・安全な居
場所となるよう運営していきま
す。

生涯学習・
スポーツ推進
課

・市内全小学校において、放課後
子供教室（あいあい広場）を実施
し、放課後に児童が安心・安全に
過ごすことができる居場所づくりを
推進した。
・令和7年度は、参加児童数が295
人となり、放課後の居場所として
定着している。学校や曜日によっ
ては定員を超える申込みもあるた
め、受入人数の調整を行いなが
ら、引き続き安定的な運営に努め
る。

B

2-2-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

放課後児
童健全育
成事業（放
課後児童ク
ラブ）

保護者が就労等により昼間家庭
にいない小学生に対し、放課後
に学校の余裕教室等を利用して
適切な遊びや生活の場を確保
し、児童の健全育成を図ります。
また、「放課後子供教室」との更
なる連携を図り、既存の放課後
児童クラブの枠組みにとらわれ
ない、放課後及び学校長期休業
期間中における児童の居場所
の整備を目指します。

保育課

放課後児童クラブの需要の高い桶
川西小の学校教室を借用し、支援
単位を増設した。引き続き教育委
員会、民間放課後児童クラブと連
携し、市全体での子どもの居場所
を確保できるよう取組を進めてい
く。

B

2-2-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

子ども食堂
等の周知

地域住民や団体により運営され
ている「子ども食堂」や「フードパ
ントリー」の活動を周知します。
また、こどもが身近な場所で利
用できるよう、小学校区に１か所
以上の開設を図るため、開催場
所の確保等の支援を行います。

こども未来課

市ウェブサイト等を通じて、地域団
体が運営するこども食堂やフード
パントリーの活動周知を図った。
令和７年度は新たにこども食堂が
１か所開設した。こども食堂・フード
パントリーの合計が７か所になっ
た。引き続き、小学校区１か所以
上の開設を図る。

B

2-2-6

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

学習できる
場の充実

公民館の学習室や、図書館の
学習スペース、桶川市地域福祉
活動センターの個人学習ルーム
など、こどもが学習できる環境を
整備・周知します。

生涯学習・
スポーツ推進
課
公民館
社会福祉課
（桶川市社会
福祉協議会）

地域福祉活動センター
個人学習ルーム利用実績
延べ6,616人
図書館学習席利用
36,170人（全館合計）。
・館内の読書会室等を学習スペー
スとして提供した。

B

2-2-7

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

不登校対
策事業

欠席が続く場合や学習生活に不
安がある場合に、フリースクー
ルなどの学校以外の学びの場
やフリースペース・支援団体の
紹介・接続を行います。

学校支援課

学びの場及び居場所として、学習
支援室、適応指導教室の充実を
図った。適応指導教室は桶川駅東
側に分室を開室したことで利便性
が向上した。また、フリースクール
や保護者支援団体と連携を図っ
た。
１１月に不登校個別相談会を実施
した。

B

2-2-8

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（２）居場所づ
くり

こどもが放課後や休日に安心
して過ごせる場や学習・活動
の場の整備・充実を行うととも
に、情報提供を推進します。

それぞれ
のニーズに
応じた多様
な居場所
の検討と創
出

新たな児童館の整備等、放課後
や長期休業中などにこどもがそ
れぞれのライフステージや用途
に応じて、安心、安全に過ごせ
る居場所づくりを推進します。

こども未来課

こどもの居場所づくりの観点から、
児童館をはじめとする公共施設が
担う機能について精査を行った。
既存の児童館では、夏期に開館時
間を１時間延長するサマータイム
を実施し、安心して過ごせる場を
提供した。

B

13



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-3-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（3）遊びや体
験機会の充実

自己肯定感を育んだり非認知
能力を高めるために、遊びの
機会や様々な体験の場を提供
します。

親子等体
験講座事
業

夏休みなどの長期休暇を中心
に、こどもや親子を対象とする講
座を企画・開催し、遊びや学び、
体験活動の充実を図ります。

公民館

小学生向け講座「夏休み子ども
ワールド」や、中学生、親子向け講
座など、51講座開催。
延べ986人参加

B

2-3-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（3）遊びや体
験機会の充実

自己肯定感を育んだり非認知
能力を高めるために、遊びの
機会や様々な体験の場を提供
します。

公民館等
における講
座開催

地域や地域住民のニーズをとら
え、様々な学びや地域・世代間
の交流、地域課題克服のため、
講座を開催します。

公民館
一般向けに37講座開催。
延べ697人参加 B

2-3-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（3）遊びや体
験機会の充実

自己肯定感を育んだり非認知
能力を高めるために、遊びの
機会や様々な体験の場を提供
します。

桶川市中
学生社会
体験チャレ
ンジ事業

地域での社会体験や勤労体験
を通して、望ましい職業観・勤労
観や社会性・自立心を養い、豊
かに生きる力を育みます。

学校支援課

・中学2年生が3日間の職業体験を
実施した。（８４箇所の事務所が協
力）
職業体験を通して勤労観や社会性
の向上、キャリア形成の促進を
図った

B

2-3-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（3）遊びや体
験機会の充実

自己肯定感を育んだり非認知
能力を高めるために、遊びの
機会や様々な体験の場を提供
します。

歴史民俗
資料館に
おける体験
学習活動

歴史民俗資料館を活用し、こど
もが意欲的に学ぶことができる
ために、企画展示、解説講座、
体験事業などの学習事業を行い
ます。

歴史民俗資料
館

体験型講座の実施：べに花染め体
験や、和綴じ製本のメモ帳作り、縄
文時代を学ぶ土器片クッキー作り
など、多彩な歴史・文化体験を実
施した。

B

2-3-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（3）遊びや体
験機会の充実

自己肯定感を育んだり非認知
能力を高めるために、遊びの
機会や様々な体験の場を提供
します。

桶川飛行
学校平和
祈念館に
おける講座
等の開催

桶川飛行学校平和祈念館にお
ける企画展示や映像上映等の
各種講座を実施することで、戦
争体験に触れ、平和について考
える機会を増やします。

桶川飛行学校
平和祈念館

季節企画・他課との連携の実施：
季節展示　「桶川ひなまつり展」の
関連事業として、川田谷図書館と
共同で、ひなまつりの読み聞かせ
やカード作成及びべに花染め体験
を実施し、多様な学びの場を提供
した。

B

2-4-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

教育セン
ター事業
（適応指導
教室）

教育センター内適応指導教室に
おいて学習支援の充実を図りま
す。

学校支援課

桶川駅東側に適応指導教室の分
室を開室し、より一人一人に応じ
たきめ細やかな指導の充実につな
げた。東側分室の利用者は1名。

B

14



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-4-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

教育相談
事業
（ことばの
教室）

桶川西小学校内の「ことばの教
室」に言語聴覚士を配置し、こと
ばの発達に不安のある児童生
徒に対して、専門的な指導を行
います。

学校支援課

ことばの発達に課題のある児童生
徒への言語指導や保護者等から
の相談対応及び教職員への研修
を行い、対象となる児童生徒への
理解を深めるとともに、連絡会を構
成し学校との連携を図った。

B

2-4-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

不登校対
策事業
（学習支援
室）

不登校対策として学習支援室の
設置と支援員の配置を行いま
す。

学校支援課
学習支援室は令和5年度から段階
的に増設しており、令和8年度に市
内全校に設置する予定である。

B

2-4-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

日本語指
導員の配
置事業

日本語指導が必要な児童生徒
が在籍する各小・中学校の状況
に応じて、日本語指導員を配置
し、日本語指導や学習の支援を
行い学校生活への円滑な適応
を図ります。

学校支援課

各校の状況に応じて日本語指導
補助員を配置した。指導法は一律
ではなく、児童生徒の状況に応じ
て柔軟に対応し、円滑な学校生活
と日本語力の向上を図った。

B

2-4-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

進路意識
啓発事業

地域の人々との連携による講演
会を通して、生徒・保護者の進
路意識を啓発し、中学校の進路
指導・キャリア教育の推進を図り
ます。

学校支援課

進路啓発事業として各中学校で
「ふれあい講演会」を実施した。多
様な人材を講師として招き講演を
行うことで中学生たちが自身の夢
や将来について考える一助とな
り、進路意識の啓発につながっ
た。

B

2-4-6

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（4）学びの
フォローアップ
やキャリア支
援の充実

誰もが学習への理解力を高
め、さらには将来の希望や夢
を持ち、かなえられるよう、学
習や進路選択に向けた指導
や支援を行います。

社会的な
自立を促す
進路指導・
キャリア教
育

特別活動を要とした全教育活動
を通して、児童生徒が、学ぶこと
と自己の将来とのつながりを見
通しながら、将来の夢や目標を
描き、職業や上級学校について
学び、社会的・職業的自立に必
要な基盤となる資質・能力を育
みます。

学校支援課

キャリアパスポートを作成させるこ
とで、児童生徒が自身の成長や考
えの変化を見て取れるようにした。
職業や上級学校について学ぶこと
でキャリア形成を促進した。

B

2-5-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

おけがわ
春のふれ
あいフェス
タ

みどり豊かなまちの中で、様々
な人と出会い、ふれあい、共に
生きることを目指し、桶川市社会
福祉協議会（市民ボランティア
等）とともにイベントを開催しま
す。

環境対策推進
課
生涯学習・
スポーツ推進
課
（桶川市社会
福祉協議会）

【令和7年度】
・開催日　令和７年５月１１日（日）
・参加団体　６２団体（出店５０団体
ステージ１２団体）
・来場者　約５，０００人

『２０２５おけがわ春のふれあい
フェスタ～こどもとみどりとみんな
がふれあう日～』をスローガンとし
て実施した。 市内幼稚園、保育
園、こども園、小学校、中学校等に
チラシを配布し、周知を図ると共
に、市内の福祉団体、児童団体等
に出店の呼びかけを行い、児童向
けに手作り工芸品の販売、体験、
展示、食べ物等を提供した。

B

15



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-5-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

こどもの森
イベント

こどもが自然の中で遊びながら
郷土に愛着をもてるよう、市民
緑地を活用し、落葉かき、下草
刈り、竹を使った工作などを行い
ます。

環境対策推進
課

【令和7年度】
・開催日　令和８年３月８日（日）
・参加者　約６０名

落ち葉かき、焼きマシュマロ竹を
使った工作などを実施した。

B

2-5-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

親子環境
教室

地球温暖化について考える機会
として、小学生以上の親子を対
象に体験学習を実施します。

環境対策推進
課

今年度は親子教室に代わり、放課
後児童クラブを訪問し、児童が地
球温暖化等について考える機会と
して、体験学習を実施した。

D

2-5-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

セカンド
ブック事業

１年生の児童に本を贈呈するこ
とにより、児童自身が本に親し
む環境をつくり、児童の読書活
動の推進を図ります。

学校支援課

小学校1年生の児童に本を贈呈
し、こどもの読書習慣の定着と豊
かな感性の育成を図った。児童か
らは「自分が選んだ本が届いてう
れしい」などの声が寄せられた。

B

2-5-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

おはなし会

本の楽しさを知るきっかけづくり
として、おはなし会を毎週実施し
ます。その他、季節に応じて、イ
ベントおはなし会も開催します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

毎週土曜日に図書館全館でおは
なし会を実施した。
参加者 ８３３人(子ども)
イベントおはなし会（他機関とも連
携）も実施。
参加者 １３６人(子ども)

B

2-5-6

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

「家庭の
日」事業

国では、毎月第３日曜日を「家
庭の日」と定めています。その意
義、家庭の役割・重要性につい
て再認識するために、桶川市青
少年健全育成市民会議が中心
となって啓発事業等に取り組み
ます。

生涯学習・
スポーツ推進
課

「家庭の日」ポスターコンクールに
ついて、県事業における名称変更
に伴い、「絆・ふれあい」ポスターコ
ンクールと名称を変更して継続的
に実施した。

親子ふれあいウォークに関して
は、市制５５周年を記念し、旧中山
道にて行った。
・開催日　令和７年１０月４日（土）
・参加者　５０名

B

2-5-7

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

スポーツ教
室事業

様々なスポーツを通して、体を
動かすことの楽しさを感じてもら
うとともに心身の成長を促し、こ
ども同士の交流を図ります。

生涯学習・
スポーツ推進
課

施設管理公社で各種スポーツ教
室を開催した。
【令和７年度実績】
各種スポーツ教室を実施。
・フットサル教室 小学生２９名
・バスケットボール教室 小学生５１
名
・スポーツクラブ（体操教室）小学
生12名
・トランポリン教室 小中学生7名
・総合レクリエーション教室 小中学
生16名

B

16



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-5-8

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

スポーツ少
年団支援
事業

地域の学校教育活動外におい
て、スポーツを通し青少年の心
身の健全な教育に資することを
目的として、スポーツ少年団の
活動を支援します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

広報やホームページによりスポー
ツ少年団の活動を周知した。
また、令和５年度より３歳以上中学
生以下の団員以外の子ども向け
に桶川市スポーツ少年団体験＆
説明会を開催した。
その結果、登録団員数が増加に転
じた。
（参考）
令和５年度 418名
令和６年度 449名
令和７年度 454名

B

2-5-9

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

里親制度
の普及•啓
発事業

埼玉県及び児童相談所と連携
し、更なる里親制度の普及・啓
発を図ります。

こども未来課

広報を中心とした周知・啓発活動
を実施するとともに、中央児童相
談所や里親会など主催の会議に
参加し、情報共有を図った。

B

2-5-10

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

子ども大学
あげお・い
な・おけが
わ

地域の大学や市町村、企業・団
体が連携して、こどもの知的好
奇心を刺激する学びの機会を提
供します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

聖学院大学、日本薬科大学、埼玉
自動車大学校等と連携し、全5回
の講座を実施した。

英語、異文化理解、自動車の仕組
み、食品の糖度、遺伝子実験な
ど、大学等の特色を生かした多様
な学びと体験の機会を提供した。

参加者
桶川市　10名（3市町合計68名）

B

2-5-11

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（5）こどものこ
ころとからだ
が育つための
環境づくり

こどもの成長段階に応じたレク
リエーションを含む様々な活動
の充実を図り、こどもが健やか
に成長できる環境の整備に努
めます。

成長段階
に応じた命
や性に関
する教育の
充実

自分の体や性のこと、生活習慣
病や健康診断の必要性など、自
分の体の健康を守ることを学ぶ
機会を作ります。

健康増進課
人権・男女共
同参画課

・広報・ホームページ（思春期から
の健康管理「プレコンセプションケ
ア」について)等にて周知。
・大塚製薬株式会社との包括連携
協定事業において、妊活期に必要
な葉酸摂取に関するリーフレットを
作成。妊娠届出時に配布し、普及
啓発を図った(R7.10月～）。

B

2-6-1

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

桶川市民
大学

生涯学習の一環として、より豊
かな教養を身につけ、自らの生
きがいを充実していくため、多様
な学習機会の提供の場として、
「桶川市民大学」を開講します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

立正大学や女子栄養大学、聖学
院大学等と連携し、「防災」や「食
生活」、「桶川の歴史」など全９講
座を実施した。
２０歳以上の参加を呼びかけ、４２
名の参加があった。

B

2-6-2

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

ボランティ
ア団体との
共催による
パソコン講
習

パソコンの基本操作の取得を目
的とした初心者講座、ワード基
礎講座・エクセル基礎講座等を
実施します。

公民館

桶川東公民館のパソコンルームを
活用し、ボランティア団体「桶川IT
ネット」共催でパソコン講座を7講
座開催。
参加者 延べ482人

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

2-6-3

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

桶川み・ら・
い塾（人財
バンク事
業）

自分のもっている知識や技術を
生かして学習活動を援助できる
講座を作成し、提供することで地
域の生涯学習の推進を図りま
す。

生涯学習・
スポーツ推進
課

地域の人財を活用した学習機会
の提供に努めた。

・講座参加者　延べ 58名
・人財バンクの新規登録者数 3名
・登録人財の紹介 3件
講師派遣や出前講座等を通じて、
市民が地域の多様な学びに触れ
る機会を提供した。

B

2-6-4

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

２０歳を祝
う会

実行委員会形式で企画・運営
し、２０歳の門出を祝うとともに、
将来の幸福を祈念するための会
を開催します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

令和7年度は、令和8年1月11日に
桶川市民ホールにおいて、20歳を
祝う会を開催した。

対象者700人のうち501人が参加
し、式典及び実行委員会企画を通
じて、20歳を迎えた方の門出を祝
うとともに、若者の主体的な参画を
図った。

B

2-6-5

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

結婚支援
（SAITAMA
出会いサ
ポートセン
ター事業）

結婚に向けた交流支援（出会
い）の充実を図ります。

企画調整課

新規登録を希望する方を対象に、
桶川出張登録会を開催した。
・第１回（６月14日開催）
　来庁・登録 ６名
・第２回（12月６日開催）
　来庁・登録 ８名

B

2-6-6

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

ひきこもり
に関する相
談窓口の
実施（再
掲）

各相談窓口の周知を図り、相談
しやすい環境づくりに努めるとと
もに、関係機関と連携し、包括
的な支援体制を構築します。

障害福祉課
健康増進課

各相談窓口をパンフレットや市
ホームページで周知するとともに、
様々な相談に応じ、関係機関と連
携し適切な支援を行っている。

B

2-6-7

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

若者支援
を担う関係
機関との連
携による就
労支援

若者が主体的に自らのライフデ
ザインが描けるよう、ハローワー
ク・埼玉わかものハローワーク・
地域若者サポートステーション・
若者自立支援センター埼玉等と
の連携を図りながら、就職支援
や公的職業訓練を推進します。

産業観光課

職業情報等のパンフレットの配
布、相談窓口の紹介を行ったほ
か近隣市町と合同でインターン
シップ事業や、若年者（４５歳未
満）を対象に就職面接会事業を開
催した。
【インターンシップ事業】
・参加者数49人
・実受入れ企業数３３社
【若者就職面接会】
・参加企業数３１社
・参加者数４７人
・内定数８件

B

2-6-8

２　こどもの生
きる力を育み
個性を伸ばす
まちづくり

（6）若者のラ
イフステージ
に応じた支援
の充実

豊かな人間性を育む取組と、
自立や自己実現に向けた取
組を推進します。

就職情報
提供事業

子育てをしている親の再就職の
ため、職業情報等のパンフレット
の配布、相談窓口の紹介を行い
ます。

産業観光課
こども未来課

職業情報等のパンフレットの配
布、相談窓口の紹介を行った。 B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

3-1-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（1）こどもの人
権の擁護と人
権意識の向上

こどもが社会の一員として尊
重され、多様性を認め合える
地域を目指し、啓発を行うとと
もに、社会全体の意識向上を
図ります

子どもの権
利条約の
普及促進

こどもが社会の一員として尊重
されるように「子どもの権利条
約」について積極的な学習を進
めるとともに、普及・啓発に努め
ます。そのため、地域住民及び
集会所利用団体を主な対象者と
して、定期的に「成人学級」を実
施し、その中で「こどもの人権」
について取り上げます。

こども未来課
生涯学習・
スポーツ推進
課

今年度、地域住民等を対象とした
「成人学級」を計10回開催。うち6
回で「こどもの人権」をテーマに取
り上げた。
・参加者 111名
子どもの権利条約に対する理解を
深め、地域における普及・啓発を
図ることができました。

B

3-1-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（1）こどもの人
権の擁護と人
権意識の向上

こどもが社会の一員として尊
重され、多様性を認め合える
地域を目指し、啓発を行うとと
もに、社会全体の意識向上を
図ります

学校教育
における人
権教育

道徳・社会科・特別活動を中心
に全教育活動において様々な人
権課題や子どもの権利について
正しく学ぶことで、人権感覚を育
み、実践力を養います。

学校支援課

道徳科で価値に対する理解を深
め、社会科で知識を確かなものと
し、特別活動で実践につなげると
いう視点で、教科間の連携を図り、
人権教育を推進した。

B

3-1-3

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（1）こどもの人
権の擁護と人
権意識の向上

こどもが社会の一員として尊
重され、多様性を認め合える
地域を目指し、啓発を行うとと
もに、社会全体の意識向上を
図ります

多様性の
尊重に関
する周知啓
発

市民の人権意識が高まるよう、
啓発を図ります。また、個性や違
いを認め合い、多様性を尊重す
る社会の実現に向けて啓発を図
ります。

人権・男女共
同参画課

市民の人権尊重意識の高揚を図
るため、「人権のつどい桶川」「人
権教育・啓発講演会」を開催。
人権のつどい桶川　参加者407人
人権教育・啓発講演会　参加者67
人

B

3-2-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（2）社会参加・
意見表明機会
の充実

こどもが社会や地域に参画で
きるよう、気軽に意見を表明で
きる機会を提供します。

気軽に意
見を表明で
きる機会の
創出

こどもの意見表明の機会を確保
するため、庁内に周知を行い、こ
どもに関係する事業に対し意見
の聴取、反映、フィードバックを
推進します。
また、意見の聴取方法につい
て、こどもが意見を表明しやすい
方法を検討します。

こども未来課

こどもまんなか応援サポーターに
就任を宣言して、子育て支援の充
実や、こどもの意見を市政に反映
させる取り組みを推進した。

B

3-2-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（2）社会参加・
意見表明機会
の充実

こどもが社会や地域に参画で
きるよう、気軽に意見を表明で
きる機会を提供します。

児童館こど
も
会議

児童館を利用する児童により、
児童館の運営をテーマに話し合
いを行い、児童館の運営につい
てこどもの意見を取り入れます。

こども未来課

児童館を利用する児童により、児
童館でやりたいイベント等をテーマ
に話し合いを行った。議題に上
がったドッジボール大会が実際に
開催。
月一回開催 １２回
参加人数 ３８人

B

3-3-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

児童発達
支援セン
ター事業

成長、発達に心配のあるこども
に対して、通所による専門的な
療育指導を行います。また、上
日出谷南地区に移転したことか
ら、周囲の幼稚園や保育所との
交流について検討します。

児童発達支援
センターいず
みの学園

令和７年１月川田谷から上日出谷
南へ施設が移転したことにより、近
隣の保育所や福祉施設等との交
流を図った。
発達に遅れや障害のある子どもに
対して、日常生活・社会集団生活
への適応力を高めため、療育支援
を行った。
・在園児　17名
・機能訓練　延べ　１２名
・言語相談　延べ　１５名
・発達相談　延べ　１９名

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

3-3-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

子ども発達
相談支援
センター事
業

成長、発達に心配のあるこども
に対して、通所による専門的な
療育を行うとともに、その家族に
対する支援を行う児童発達支援
の充実を図ります。年少時期の
親子教室実施や適切な場所へ
の移転等を検討します。

子ども発達相
談支援セン
ター

成長、発達に心配のある子どもと
保護者に対し、療育の場を提供し
地域資源との連携を図りながら支
援を行った。
R７年度
・親子教室 １３０日 延べ ７６８人
・言語指導  ３４日 延べ ９６人
・機能訓練  ４０日 延べ １４７人
・心理相談  １３４日 延べ ２２０人
・医師発達相談 １２日 延べ ７０人

B

3-3-3

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

巡回相談と
保育所等
訪問支援
事業
障害児相
談支援事
業

保育所（園）や幼稚園等の集団
に在籍し、集団適応が困難なこ
どもに対し、より適切な関わり方
について助言し、地域で安定し
た生活が過ごせるよう支援の充
実を図ります。引き続き子育て
支援拠点や放課後児童クラブへ
の巡回相談を行います。

子ども発達相
談支援セン
ター

保育所や幼稚園等の集団に在籍
し、集団適応が困難な子どもに対
し、巡回相談を行った。
令和７年度
・幼稚園 １件
・保育園 １件
・こども園 １件
昨年度に引き続き、保育所や幼稚
園だけでなく、子育て支援拠点、児
童館等の市内５か所に臨床心理
士が巡回し、日々の実践に助言を
行った。

B

3-3-4

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

障害児相
談支援事
業

相談支援専門員の確保に努め、
未就学児を中心とし、成長、発
達に心配のあるこどもの状況に
応じて、障害児支援利用計画書
の作成や見直し等を行います。

子ども発達相
談支援セン
ター

R7年度も相談支援専門員１名体
制であったが、補助的に副所長が
資格を取得した。利用者数が増え
ているので、引き続き体制の充実
を図る。
令和7年度障害児支援利用計画作
成件数
 ・計画作成 ８４件
 ・モニタリング ３件

B

3-3-5

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

障害児•者
相談機関
設置推進
事業

障害（発達障害、強度行動障害
及び高次脳機能障害等を含む）
や傷病があるこどもとその家族
に対し、サービス提供や関係機
関のコーディネート等効果的な
支援を行います。
相談内容が複雑化・多様化して
きている中で、相談支援専門員
の不足や相談支援専門員一人
ひとりに求められるスキルの高
度化など、人材育成が課題と
なっています。地域での取組や
人材育成に向けて、基幹相談支
援センターの役割は重要となる
ことから、その役割を強化してい
きます。

こども未来課
障害福祉課

相談を受けた際は必要に応じて専
門機関につなぎ、情報共有を行っ
ている。

B

3-3-6

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

障害児通
所支援事
業

児童福祉法に基づき通所支援
（児童発達支援・放課後等デイ
サービス等）にかかる給付費を
支給します。

こども未来課

児童福祉法に基づき、通所支援
（児童発達支援、放課後等デイ
サービス等）の利用に必要となる
支給決定及び年毎の更新事務、
利用にかかる関係機関との連絡
調整等を行うとともに、サービス
利用にかかる給付費を支給し
た。
利用した実児童数
・相談支援 ２３５人
・児童発達支援 ９６人
・放課後等デイサービス １９３人

B

3-3-7

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

介護給付
事業

障害者総合支援法に基づき、介
護給付（児童の居宅介護、児童
短期入所、行動支援等）にかか
る給付費を支給します。

障害福祉課

委託相談や計画相談事業所と連
携し、適切な給付決定を行ってい
る。
・障害居宅介護　３件
・短期入所　　　　８件
・行動援護　　　　１件

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

3-3-8

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（3）障害のあ
るこどもへの
支援の充実

障害のあるこどもが安心して
地域で生活することができるよ
う、こどもの特性に応じた教
育・保育事業や児童発達支援
の場を整備し充実に努めま
す。

地域生活
支援事業

障害のある幼児などが日常生
活を容易にするため、一人ひと
りのニーズに応じた福祉サービ
ス（障害児・者生活サポート事
業、移動支援事業、日中一時支
援事業、日常生活用具給付事
業など）の推進に努めます。

障害福祉課

一人ひとりのニーズに応じた福祉
サービス（障害児・者生活サポート
事業、移動支援事業、日中一時支
援事業、日常生活用具給付事業
など）を提供できるよう、必要な情
報提供を心掛けている。

B

3-4-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（4）多様な背
景をもつこど
も・家庭への
切れ目のない
支援

孤立している、あるいは困難を
抱えるこどもや家庭について、
必要な支援を行います。

ひとり親家
庭とそのこ
どもへの伴
走支援

手当や給付金等の支給による
経済面の支援のほかに、情報
提供・相談体制の充実を図り、
生活の安定・安心・自立に向け
た切れ目のない支援を進めま
す。

こども未来課

ホームページで、こども食堂とフー
ドリボンプロジェクトの情報提供を
行った。
ひとり親家庭に通知文を送付する
にあたり、下水道、教材費の減免
のチラシを同封して情報提供を
行った。

B

3-4-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（4）多様な背
景をもつこど
も・家庭への
切れ目のない
支援

孤立している、あるいは困難を
抱えるこどもや家庭について、
必要な支援を行います。

多子世帯
への支援

兄弟の年齢に関係なく、生計を
一にする世帯にこどもが２人以
上いる場合、最年長のこどもか
ら順に２人目の保育料は半額、
３人目以降について無料とし、
多子世帯の経済的負担の軽減
を図ります。

保育課

２人目のこどもの保育料を半額
・延べ人数607人
３人目以降については無料
・延べ人数688人

B

3-4-3

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（4）多様な背
景をもつこど
も・家庭への
切れ目のない
支援

孤立している、あるいは困難を
抱えるこどもや家庭について、
必要な支援を行います。

★
ヤングケア
ラー等への
支援

ヤングケアラーに関する周知の
充実を図りながら、早期発見と
必要な支援につながるよう関係
機関の情報共有・連携強化を図
ります。

学校支援課
こども未来課
障害福祉課
高齢介護課

ヤングケアラーに関する情報収集
を関係機関と進めるとともに、県
ホームページでも相談窓口を周知
するようにしている。

B

3-4-4

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（4）多様な背
景をもつこど
も・家庭への
切れ目のない
支援

孤立している、あるいは困難を
抱えるこどもや家庭について、
必要な支援を行います。

未就園児
家庭等へ
の支援

未就園児家庭等の孤立等防止
に向けて、未就園児教室の案内
や園庭開放を通じて子育ての悩
み等を気軽に話せる環境を整え
るとともに、「だれでも通園制度」
の実施を検討します。

こども未来課
保育課

「こども誰でも通園制度」を令和8
年4月より実施するため検討と各
種整備を進めた。

B

3-4-5

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（4）多様な背
景をもつこど
も・家庭への
切れ目のない
支援

孤立している、あるいは困難を
抱えるこどもや家庭について、
必要な支援を行います。

ひきこもり
等に対する
支援

障害福祉課をはじめ、上尾・桶
川・伊奈圏域にある5か所の委
託相談支援事業所や精神障害
者家族相談員等が精神保健福
祉相談を受け、本人および家族
への支援を実施します。

障害福祉課

上尾・桶川・伊奈圏域で委託して
いる５か所の委託相談支援事業所
や市内の精神障害者家族相談員
と連携を図りつつ、包括的な支援
を行っている。
【5委託相談事業所の相談人数】
・障害者　392人
・障害児　9人

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

3-5-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

「こども応
援ネット
ワーク埼
玉」事業

貧困の連鎖解消に向けた社会
貢献活動を主体的に行う団体・
個人を集結するため設立された
「こども応援ネットワーク埼玉」の
考えに賛同し、経済的に困難な
状況にある家庭の支援の充実
を図ります。

こども未来課

「こども食堂」や「フードパントリー」
（食料品の無償配布）の開催情報
をホームページで情報提供を行
い、ひとり親世帯や生活困窮家庭
への直接的な支援を実施していま
す。

B

3-5-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

母子及び
父子並び
に寡婦福
祉資金貸
付制度

母子家庭の母及び父子家庭の
父並びに寡婦の方の経済的自
立や、扶養しているこどもの福
祉増進のために、必要な資金を
貸付する制度について市が窓口
となり、周知を図るとともに、相
談スペース等を提供します。

こども未来課

埼玉県東部福祉事務所と連携
し、母子家庭を中心とした必要な
資金の貸し付けを行った。
・就学支度資金 2件
・就学資金 4件

B

3-5-3

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

生活困窮
者自立支
援事業（学
習支援教
室)

生活保護を受給している世帯、
生活に困窮している世帯及びひ
とり親世帯を対象とし、学習や進
路等に関する相談支援、家庭訪
問を行い、学力の増進及び将来
的な貧困の連鎖防止を図りま
す。

社会福祉課

・支援対象者
中学生12名
高校生28名（合計40名）

・進路先等
中学3年生対象者5名のうち全員
が全日制・定時制の高校へ進学。
高校最終学年対象者のうち、卒業
が決まったのは6名。4名は大学進
学、1名は就職を選択。1名は中途
退学、1名が未定。対象者一人ひ
とりに対し、 学力の増進及び将来
的な貧困の連鎖防止を図るよう努
めた。

B

3-5-4

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

生活困窮
者自立支
援事業（住
宅確保給
付金)

離職等またはやむを得ない休業
等により経済的に困窮し、住居
を喪失している方または喪失す
るおそれのある方を対象として、
家賃相当額の給付金を支給しま
す。

社会福祉課

支給世帯：4世帯
対象世帯に対し、家賃相当額の給
付金を適切に支給するよう努め
た。

B

3-5-5

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

就学援助
事業

経済的に困難である保護者に
対し、本制度を広く周知するとと
もに、就学費用の援助を引き続
き行います。

学務課

就学援助事業として、児童生徒の
保護者に対して、学校給食費及び
学用品費等就学費用の一部を支
給した。
・児童220名
・生徒135名（令和８年３月３１日時
点）

B

3-5-6

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（5）こどもの貧
困に関する取
組

こどもの将来がその生まれ
育った環境によって左右され
ることのないよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖すること
のないよう、必要な環境整備
や教育の機会均等を図り、全
てのこどもが健やかに成長で
きる社会の実現を目指しま
す。

桶川市入
学準備金
貸付制度

高等学校・高等専門学校・専修
学校・大学（短大・大学院を含
む）等への進学を希望しながら
経済的理由により進学が困難な
生徒の保護者に、入学準備にあ
たり必要な資金の貸付を行いま
す。

教育総務課

広報、ホームページ掲載のほか市
内中学校、高等学校に制度の周
知を行った。
・貸付件数３件。

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

3-6-1

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（6）児童虐待
に対する取組

こどもの心身の成長に重大な
影響を与える児童虐待につい
て、発生予防から早期発見及
び早期対応に向けて関係機関
との更なる連携を図るととも
に、児童虐待が世代を超えて
連鎖することのないよう、常に
こどもの最善の利益を優先し
必要な環境整備を図ります。

★
こども家庭
センター

こども家庭センターを設置し、母
子保健と児童福祉が連携・協働
して、妊産婦及び乳幼児の健康
の保持増進に関する包括的な
支援、こどもと子育て家庭（妊産
婦を含む）の福祉に関する包括
的な支援を切れ目なく提供しま
す。

こども未来課
健康増進課

令和6年度こども家庭センター設
置。母子保健コーディネーター、子
育てコンシェルジュ、子ども家庭支
援員等が連携し、妊娠期から子育
て期まで切れ目のない支援（訪
問・電話相談・子育て支援事業）を
実施した。
・こども家庭センター連絡会議隔月
１回
・こども家庭センター合同ケース会
議 月１回
・母子ケースカンファレンス 月１回
・プレママ幼稚園・保育園子育て支
援相談会 １１回
参加者数 妊婦４３人　家族１０人

こども家庭センターにて月１回の合
同ケースカンファレンスや個別事
例検討の実施により、支援を必要
とする妊婦および乳幼児の早期発
見・共有を行い、統括支援員の指
揮のもと児童福祉と母子保健が連
携し、一体的支援を行った。

B

3-6-2

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（6）児童虐待
に対する取組

こどもの心身の成長に重大な
影響を与える児童虐待につい
て、発生予防から早期発見及
び早期対応に向けて関係機関
との更なる連携を図るととも
に、児童虐待が世代を超えて
連鎖することのないよう、常に
こどもの最善の利益を優先し
必要な環境整備を図ります。

要保護児
童対策地
域協議会
事業

「要保護児童対策地域協議会」
を中心とした関係機関による連
携及び地域ネットワークを強化
し、子ども家庭センターによる包
括的な支援により、児童虐待や
特定妊婦等の発生予防及び早
期発見、早期対応に努めます。

こども未来課

代表者会議（年1 回）」を開催。
ネットワークを構成する関係機関
の代表者により児童虐待に関する
状況把握及び連携機能の強化検
討を行った。
「実務者会議（各偶数月、年6 回）」
を実施
新規検討児童（延べ239人）、継続
児童（延べ1,124人、R7年度末167
人）について進行管理（状況把握）
を行った。
・個別世帯について「事例検討会
議（7回）」を開催し、関係機関に
よる情報共有、役割分担、支援
方針の共有等行った。

B

3-6-3

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（6）児童虐待
に対する取組

こどもの心身の成長に重大な
影響を与える児童虐待につい
て、発生予防から早期発見及
び早期対応に向けて関係機関
との更なる連携を図るととも
に、児童虐待が世代を超えて
連鎖することのないよう、常に
こどもの最善の利益を優先し
必要な環境整備を図ります。

子育て支
援講座

児童虐待予防のため、怒鳴らな
い子育てや体罰によらない子育
て等の推進を図るため、講座の
企画・開催を行います。

こども未来課

子育て支援センター、ファミリー・
サポート ・ センターと連携し、子
どもの発達、子どもとの接し方、
ほめ方、叱り方等に関する講座
を実施するとともに、保護者から
の相談の機会を設けて個別の相
談支援を行った。
・ファミサポ子育て支援講習会（2
回）
 ・子育て練習講座（2 回）
 ・子育て相談会（２０回）

B

3-6-4

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（6）児童虐待
に対する取組

こどもの心身の成長に重大な
影響を与える児童虐待につい
て、発生予防から早期発見及
び早期対応に向けて関係機関
との更なる連携を図るととも
に、児童虐待が世代を超えて
連鎖することのないよう、常に
こどもの最善の利益を優先し
必要な環境整備を図ります。

子育て世
帯訪問支
援事業

子育てに不安や悩みがある家
庭やヤングケアラー等がいる家
庭を、訪問支援員が訪問し、家
庭が抱える不安や悩みを傾聴す
るとともに、家事支援、育児・養
育支援を実施することにより、家
庭・養育環境を整え、虐待リスク
等の高まりを未然に防止してい
きます。

こども未来課

子育て世帯訪問支援事業にて子
育てに不安や悩みがある家庭や
ヤングケアラー等がいる家庭を、
訪問支援員が訪問し、家庭が抱え
る不安や悩みを傾聴するとともに、
家事支援、育児・養育支援を実施
した。
・2世帯（延10回）

B

3-6-5

3　こどもの権
利が守られ未
来へつながる
まちづくり

（6）児童虐待
に対する取組

こどもの心身の成長に重大な
影響を与える児童虐待につい
て、発生予防から早期発見及
び早期対応に向けて関係機関
との更なる連携を図るととも
に、児童虐待が世代を超えて
連鎖することのないよう、常に
こどもの最善の利益を優先し
必要な環境整備を図ります。

児童虐待
防止対策

こども家庭センターや関係機関
等との連携を図りながら、児童
虐待の防止及び支援の充実を
図ります。また、児童虐待につい
てはDVと密接に関係することか
ら、DVの防止と支援を行いま
す。
児童虐待とDVの根絶のため、
毎年11月に双方のシンボルカ
ラーを組み合わせたWリボン
キャンペーンを実施し、早期発
見・防止に向けた啓発を行いま
す。

人権・男女共
同参画課
こども未来課

DV防止の啓発や被害者の相談・
支援を行った。特に妊婦や子ども
のいる被害者には、関係課と連携
し対応した。

１１月のＷリボンキャンペーンの時
期に合わせ、広報やチラシによる
啓発を行ったほか、公共施設をＷ
リボンカラーでライトアップを行っ
た。

B

23



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-1-1

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（1）子育てに
やさしい社会
づくり

桶川市が子育てしやすい、暮
らしやすい地域となるよう、社
会環境を整えるとともに、地域
社会への啓発を行います。

誰もが暮ら
しやすいユ
ニバーサ
ルデザイン
の推進

誰もが生活しやすく、気軽に外
出できるよう、実態に即したユニ
バーサルデザインによる公共空
間の形成を図ります。

障害福祉課
都市計画課
道路河川課

(合理的配慮支援事業補助金）
市内の事業者及び団体が意欲的
に行う物理的並びに文化及び情報
の社会的障壁の除去に向けた事
業に要する経費に対し、補助金を
交付した。
【実績】
・１件
レストラン
（スロープの取付け工事の施工）

都市計画マスタープランの方針及
び市民からの意見を基に、南小跡
地等施設計画を策定し、駅東口に
おけるユニバーサルデザインに配
慮した、にぎわいと活気のある都
市空間の形成について検討した。

B

4-1-2

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（1）子育てに
やさしい社会
づくり

桶川市が子育てしやすい、暮
らしやすい地域となるよう、社
会環境を整えるとともに、地域
社会への啓発を行います。

こども・子
育てにやさ
しい地域社
会の構築

こども・子育て支援に関する施
策やこども・子育て当事者にや
さしい社会づくりのための啓発
や情報発信を行い、子育て当事
者への情報提供や、子育てを社
会全体で行うという機運を醸成
します。

こども未来課

市公式LINEや子育てポータルサイ
トを通じて、子育て支援情報やイベ
ント情報を月1回以上定期配信し
た。

B

4-2-1

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（2）安心・安全
な環境の整備

こどもと親が安心して外出する
ことができる環境の整備を進
めるとともに、こどもを交通事
故や犯罪から守る活動の充実
を図り、安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

交通安全
教室

市内小学校の児童を対象に、上
尾警察署と連携し交通安全教室
を実施します。 横断歩道の渡り
方や自転車の安全な乗り方など
を学び、交通事故の発生抑止を
図ります。

安心安全課

上尾警察署と連携のうえ、市内小
学校で交通安全教室及び自転車
運転免許講習を実施し、交通事故
の発生抑止を図ることができた。

B

4-2-2

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（2）安心・安全
な環境の整備

こどもと親が安心して外出する
ことができる環境の整備を進
めるとともに、こどもを交通事
故や犯罪から守る活動の充実
を図り、安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

「子ども110
番の家」事
業

桶川市のPTA連合会の取組で
ある、こどもが危険に遭遇した
り、困りごとがあったりしたとき
に、地域ぐるみでこどもの安全を
確保することができる「安心して
助けを求め、駆け込める場所」
の協力依頼の活動を支援し、登
録者数の増加を図ります。

生涯学習・
スポーツ推進
課

令和７年度子ども１１０番の家
設置件数 ３６９件
利用件数 ３件
・登下校中に「トイレを借りた 2件
・「帰宅時に保護者が不在であっ
たための一時預かり」 １件

B

4-2-3

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（2）安心・安全
な環境の整備

こどもと親が安心して外出する
ことができる環境の整備を進
めるとともに、こどもを交通事
故や犯罪から守る活動の充実
を図り、安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

道路整備
事業

こどもが安全に外出できるよう、
通学路の安全確保に重点を置
きながら、歩道と車道の分離や
道路照明を整備するなどの安全
対策を推進します。

道路河川課
安心安全課

こどもが安心して外出できるよう、
交通安全対策として、道路照明灯
及び防犯灯の設置・修繕を行っ
た。また、路面標示の設置・再塗
布及びグリーンベルトの再塗布を
行うことにより、通学路の交通安全
対策を講じることができた。

B

24



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-2-4

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（2）安心・安全
な環境の整備

こどもと親が安心して外出する
ことができる環境の整備を進
めるとともに、こどもを交通事
故や犯罪から守る活動の充実
を図り、安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

地域防犯
パトロー
ル・児童の
見守り活動
等の充実

こどもたちが安心・安全に暮らせ
るように、非行防止キャンペーン
による啓発活動を行うとともに、
居住地域内の非行防止巡回活
動を実施します。

生涯学習・
スポーツ推進
課

年３回、非行防止を目的とした啓
発キャンペーンを行い、啓発物品
の配布を行った。
①おけがわ春のふれあいフェスタ
２０２５
・開催日　令和７年５月１１日（日）
・場所　駅西口公園
②非行防止街頭キャンペーン
・開催日 令和７年７月３日（木）
・場所 桶川駅
③第４８回市民まつり非行防止
キャンペーン
・開催日 令和７年１１月３日（月）
・場所 桶川小学校、桶川市内中山
道

B

4-2-5

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（2）安心・安全
な環境の整備

こどもと親が安心して外出する
ことができる環境の整備を進
めるとともに、こどもを交通事
故や犯罪から守る活動の充実
を図り、安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

身近な公
園の整備

引き続き、公園を安心安全に利
用できるように遊具等の維持管
理に努め、また、公園施設長寿
命化計画に基づき、安心安全な
公園施設の運営を図ります。

市街地整備課

公園を安心安全に利用できるよう
に遊具等の維持管理に努めた。ま
た、公園施設長寿命化計画に基づ
き、下日出谷第３公園ほか３公園
の遊具更新及び改修を行った。

B

4-3-1

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（3）子育てと
仕事の両立支
援の充実

子育て当事者が希望どおりに
働き、協力してこどもを産み育
て、互いに仕事と子育てを両
立することができる社会の実
現を目指します。

ワーク・ラ
イフ・バラン
ス推進事
業

男女がともに家庭生活と職業生
活等とのバランスのとれたライフ
スタイルを実現できるよう、埼玉
県やハローワークと連携した労
働セミナーの開催や、関連パン
フレットの配布、相談窓口の紹
介などを通じて、事業主や市民
にワーク・ライフ・バランスの考
え方の普及啓発を図ります。

人権・男女共
同参画課
産業観光課
こども未来課

職業情報等のパンフレットの配
布、相談窓口の紹介を行ったほ
か、埼玉県やハローワークと連携
した労働セミナーや、出張ハロー
ワークを開催した。
【出張ハローワーク実績】
1/21　５件
1/29　５件
国・県が作成したパンフレット・チラ
シ等を男女共同参画コーナー「ア
ソシエ」で配布し、情報提供した。
埼玉県女性キャリアセンターと共
催で「在宅ワーカー育成セミナー」
（WEBセミナー）を開催した

B

4-3-2

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（3）子育てと
仕事の両立支
援の充実

子育て当事者が希望どおりに
働き、協力してこどもを産み育
て、互いに仕事と子育てを両
立することができる社会の実
現を目指します。

就職情報
提供事業

子育てをしている親の再就職の
ため、職業情報等のパンフレット
の配布、相談窓口の紹介を行い
ます。

産業観光課
こども未来課

職業情報等のパンフレットの配
布、相談窓口の紹介を行った。 B

4-3-3

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（3）子育てと
仕事の両立支
援の充実

子育て当事者が希望どおりに
働き、協力してこどもを産み育
て、互いに仕事と子育てを両
立することができる社会の実
現を目指します。

男女共同
参画推進
事業

性別による固定的な役割分担意
識にとらわれない男女共同参画
社会の実現のために、男女共同
参画情報誌「かがやき」の発行
及び市民対象のセミナーの開催
等を引き続き行い、市民の意識
啓発を図ります。

人権・男女共
同参画課

公募の市民と男女共同参画に関
する記事を作成し、広報に掲載し
た。
男女共同参画に関するセミナー等
を開催した。
「目指せリケジョ！お茶の水女子
大生と理科実験」　参加者 20人
「知って安心！　女性のための法
律セミナー」　　　　参加者 20人
「もしもの時、どう動く？　男女共同
参画の視点で考える防災とは」
　　　　　　　　　　　参加者 74人

B

4-4-1

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

★
子育て世
帯応援ギフ
ト事業

子育て世帯への伴走型支援の
一環として、４か月、１歳６か月、
3歳3か月児の乳幼児健康診査
を受診した際に１万円分の商品
券を支給します。

こども未来課

乳幼児健康診査を受診した際に１
万円分の商品券を支給した。
・４か月児健診 ３９４件
・１歳６か月児健診 ４３３件
・３歳３か月児健診 ４５５件
また、利用者アンケートでは、事業
の継続希望が大多数を占めたほ
か、市内店舗の利用が利用６割程
度であったことから、市内の利用
店舗の拡大を図った。

B

25



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-4-2

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

妊婦のた
めの支援
給付事業

妊娠期の妊婦に対し５万円、出
産後こども一人に対し５万円を
支給します。

健康増進課

妊婦・子育て世帯が安心して出
産・育児が出来るよう、経済的支
援として妊婦給付認定後に５万
円、胎児の数の届出後に胎児の
数×５万円を支給。
・旧制度(子育て応援金) ９０人
・妊婦支援給付金１回目 ４０３人
・妊婦支援給付金２回目 ３４１人

B

4-4-3

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

低所得妊
婦初回産
科受診料
助成事業

低所得の妊婦の経済的負担の
軽減を図るとともに、状況を継続
的に把握し、必要な支援につな
げることを目的に、妊娠判定の
ための初回産科受診料の一部
を助成します。

健康増進課

低所得の妊婦について、妊娠判定
のために産科医療機関を受診した
費用を助成。サポートプランを作成
し、必要な支援につないだ。
・助成人数 ５人

B

4-4-4

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

児童手当
支給事業

次世代を担うこども一人ひとりの
育ちを支援し、社会全体で応援
することを目的に、こどもを養育
する家庭等に手当を支給しま
す。

こども未来課

案内を作成し、出生時の手続き
時に配布した。また、ホームペー
ジや広報誌を通じ周知を図った。
令和7年度
・延べ児童数108,347人
・支給額1,367,089,000円

B

4-4-5

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

児童扶養
手当支給
事業

父母の離婚、父又は母の死亡な
どによって、父又は母と生計を
同じくしていない児童や、父又は
母に一定の障害がある児童を
養育している保護者に手当を支
給します。

こども未来課

案内を作成し、離婚等での窓口
手続き時に配布した。また、ホー
ムページや広報誌を通じ周知を
図った。
令和7年度
延べ児童数 317人
支給額 181,714,440円

B

4-4-6

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

こども医療
費支給事
業

こどもが必要とする医療を容易
に受けられるようにし、保健の向
上と福祉の増進を図るため、こ
どもの医療費の一部を助成しま
す。

こども未来課

案内を作成し、出生時の手続き時
に配布した。また、ホームページや
広報誌を通じ周知を図った。
令和7年度
延べ児童数 148,850人
支給額 302,087,570円

B

26



番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-4-7

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

ひとり親家
庭等医療
費支給事
業

ひとり親家庭等の生活の安定と
自立を支援し、その福祉の増進
を図るため、保護者や児童の医
療費の一部を助成します。

こども未来課

案内を作成し、出生時の手続き時
に配布した。また、ホームページや
広報誌を通じ周知を図った。
令和7年度
延べ児童数 12,556人
支給額 34,770,578円

B

4-4-8

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

母子家庭
等教育訓
練給付金
事業

母子家庭の母又は父子家庭の
父の就業を支援するため、雇用
保険制度の教育訓練給付の指
定教育講座を受講し、修了した
場合に経費の一部を支給しま
す。

こども未来課

周知を行うとともに、受講希望の
あったひとり親家庭の母又は父に
対して、母子父子自立支援プログ
ラムを作成し、講座の指定を行っ
た。
・自立支援プログラム作成件数3人
・対象講座指定　3人

B

4-4-9

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

母子家庭
等高等職
業訓練促
進交付金
事業

母子家庭の母又は父子家庭の
父の就業支援及び生活安定を
促進するため、職業に結びつく
資格取得（看護師等）を目的とし
た養成機関で就学した方に給付
金を支給します。

こども未来課

周知を行うとともに、対象資格取得
希望のあったひとり親家庭の母又
は父に対して、高等職業訓練促進
給付金を支給した。
・支給実人数　4人

B

4-4-10

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

幼児教育・
保育の無
償化

3～5歳児及び住民税非課税世
帯の0～2歳児の幼稚園、認可
保育所、認定こども園、地域型
保育、就学前障害児の発達支
援施設、認可外保育施設等の
利用料（保育料）の無償化を実
施し、保護者の負担を軽減しま
す。

保育課
こども未来課
児童発達支援
センター
いずみの学園

①教育・保育給付認定１・２号児童
（３～５歳児）について、保育料を
無償とした。
・延べ人数11,405人
②０～２歳児の住民税非課税世帯
の利用料の無償化
・延べ人数357人
③幼稚園に在籍する施設等利用
給付認定児童に対し、月額25,700
円を上限に保育料及び入園料の
負担軽減を行った。
・延べ人数6,436人

B

4-4-11

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

パパ・ママ
応援ショッ
プ優待カー
ド

協賛店舗で提示することにより
割引などのサービスが受けられ
る優待カードを18歳までのこども
又は妊婦がいる家庭に配付しま
す。

こども未来課

令和７年度
紙カードでの配布 238枚。
県より、原則LINE版カードを利用
すると通知があり、パパママカード
希望者にはLINE版カードをすすめ
た。

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-4-12

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

出産育児
一時金給
付事業

国民健康保険に加入している被
保険者に、出産一時金を支給し
ます。

保険年金課

国民健康保険加入者に対し、出産
育児一時金を支給した。

出産数　24件
・第1子　16件
・第2子以降　5件
・死産　3件

B

4-4-13

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

国民健康
保険税の
多子世帯
減免

国民健康保険に加入している被
保険者のうち18歳未満（満18歳
に達した最初の3月31日までの
間を含む）が2人以上いる世帯
で、第2子目以降の方の国民健
康保険税の減免を実施し、子育
て世帯の負担の軽減を図りま
す。（ただし、国民健康保険税が
賦課限度額に達している世帯に
ついては対象外となります。）

保険年金課

国民健康保険に加入している被保
険者のうち18歳未満（満18歳に達
した最初の3月31日までの間を含
む）が2人以上いる世帯で、第2子
目以降の方の国民健康保険税の
減免を実施した。

減免実施世帯数 210世帯

B

4-4-14

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

産前産後
期間の国
民健康保
険税軽減

国民健康保険の被保険者が出
産する際、産前産後期間の4か
月分(多胎の場合は6か月分)の
国民健康保険税が軽減されま
す。届出が必要となるため対象
者への周知を図ります。

保険年金課

国民健康保険の被保険者が出産
する際、産前産後期間の4か月分
(多胎の場合は6か月分)の国民健
康保険税を軽減した。

対象者 16名

B

4-4-15

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

未就学児
の国民健
康保険料
軽減

未就学児（小学校入学前のこど
も）の保険税の均等割額につい
て2分の1が軽減されます。

保険年金課

未就学児（小学校入学前のこども）
の保険税の均等割額について2分
の1を軽減した。

対象者 211名

B

4-4-16

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（4）子育て家
庭への経済的
支援の充実

安心してこどもを産み育てられ
るよう、子育て世帯の経済的
負担の軽減を図る事業の充実
に努めます。

産前産後
期間の国
民年金保
険料免除

国民年金第１号被保険者の産
前産後免除期間の4か月分(多
胎の場合は6か月分)の国民年
金保険料が免除されます。申請
が必要となるため対象者への周
知を図ります。

保険年金課

国民年金第１号被保険者の産前
産後免除を受けるには申請が必
要となるため、申請をしていない対
象者へ通知による周知を行った。

産前産後免除者　16名

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-5-1

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

地域子育
て支援拠
点事業
（子育て支
援セン
ター、児童
館等）

乳幼児とその保護者を対象に親
子が交流を行う場所を提供し、
子育てに関する相談や情報提
供を行います。
また、地域における子育て支援
を充実するため、新たな地域子
育て支援拠点事業の整備を検
討します。

こども未来課

親子同士の交流の場である「子育
てサロン」を開催する「地域子育て
支援拠点」の充実を図るよう努め
た。
・日出谷子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　 ８，３２６人
・駅前子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　 ８，０１１人
・児童館                 １４，８８１人
                （保護者・乳幼児のみ）
・Coccoひろば坂田　　２，１３８人
・川田谷子育てサロン １，１２９人
・イーストキッズらんど　　　５７６人

B

4-5-2

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

子育て援
助活動事
業（ファミ
リー・サ
ポート・セ
ンター）

地域全体で子育て家庭を支える
環境づくりを推進するため、援助
活動の担い手の確保を図りま
す。

こども未来課

・ファミリー・サポート制度の周知に
努めた。
年間活動数　２，９４１件
（就学児１，９６４人＋未就学児９７
７人）
依頼会員　　　　　３７５人
協力会員　　　　　５５５人
両方会員　　　　　　６３人
　　　　　　　　合計９９３人
・子育て支援講習会
　　６月 ３回  、１１月 ３回
 ・ファミサポ交流会
　　７月 １回
 ・ステップアップ講習会
 　　２月 1回

B

4-5-3

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

子育て
サークルの
支援事業

こども会や子育てサークル等
に、活動場所や情報を提供し、
地域における子育て支援の充
実を図ります。また、子育てサー
クル等の代表者による情報交換
活動を支援し、ネットワークづく
りを推進します。

こども未来課

駅前子育て支援センターにて子育
てサークルに活動場所や情報の
提供を行った。また、子育て支援
拠点の利用者にサークルに関する
情報提供を行い、子育て支援の充
実を図った。
・子育てサークル ６団体
・子育てサークル情報交換会
年１回
・サークル回数５４回
保護者２８１人、こども２９３人
計５７４人

B

4-5-4

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

世代間交
流事業

保育所や児童館などで、地域や
社会福祉協議会等と連携し、世
代間交流ができるような行事を
実施します。

こども未来課

児童館と老人福祉センターとの合
同事業を積極的に実施し、世代間
交流が行えた。
・オセロ大会、卓球大会、昔あそ
び、おりがみあそびなど

B

4-5-5

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

地域交流
事業（あそ
ぼう会）

保育所の在園児と地域のこども
の交流をとおして、地域の親子
の支援につながるよう、公立保
育所で、保育士がリズム体操や
季節ごとの遊びなどを提供しま
す。

保育課

未就学児童を対象にリズム運動を
実施。在園児童と地域の子どもた
ちと一緒に行うことで、交流しなが
ら過ごす。親子で一緒にからだを
動かす内容を楽しむことができた。

B

4-5-6

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

地域子育
て支援事
業（園庭開
放）

子育て中の親子が地域の人々
とつながりを持てるよう、公立保
育所の園庭を開放し自由に遊べ
る場を提供します。

こども未来課

北保育所、坂田保育所、日出谷保
育所で、計9回実施した。
・参加人数　21組
また、次年次以降の園庭を活用し
た事業についても、子育て世帯が
孤立することなく楽しく子育てでき
る環境づくりのため、内容の充実
を図る見直しを行った。

B
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番号 基本目標
重点

取組課題
事業名 方策(事業)の内容

進捗状況・実績（具体的な取組内
容）

評価
（A・B・C・D）

担当部署

桶川市こども計画(R７-R１１)

基本施策

令和７年度評価

4-5-7

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

自治会活
動支援事
業

地域のこども会を含めた自治会
に対する支援として、以下の助
成を継続して行います。
・自治会館の整備
・自治会館の賃借補助
・コミュニティ備品購入

自治振興課

地域のこども会を含めた自治会に
対する支援として世代間交流を図
り、子育て世代及び子どもたちが
地域のつながりを持てるよう、自治
会へ助成を行い活動の充実を図っ
た。
 ・自治会館の整備 ６件
 ・自治会館の賃借補助 ４件
 ・コミュニティ備品購入 １２件

B

4-5-8

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

協働推進
提案事業

地域が抱えるこどもや子育てを
含めた様々な課題に対し、事業
をとおして市民と市が協力し、課
題解決に取り組みます。

自治振興課
市民活動団体からの提案による
協働推進事業に取り組んだ。
・採択事業数 １事業

B

4-5-9

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

市民活動
支援事業

地域住民の活動の促進を図り、
地域の人材を育成するため、市
民活動サポートセンターと桶川
市社会福祉協議会が連携し、市
民団体の育成及び支援を行い
ます。

自治振興課

市民のボランティア活動に対する
関心を高め、知識やノウハウ等
の伝達、向上を図るため、「市民活
動セミナー」を開催した。
・開催回数　１回
・参加者数１４人

B

4-5-10

4 みんなでこ
ども・子育てを
応援するまち
づくり

（5）地域にお
ける子育て支
援の充実

核家族化の進行等により、子
育て世帯が孤立することのな
いよう、親子と地域の人々が
つながりを持ち、仲間を作りな
がら楽しく子育てができる環境
づくりに努めます。

居場所の
提供

市内４公民館のリニューアルに
あたり設けたラウンジなどにお
いて、こどもたちを含めた部屋利
用以外の市民の居場所を提供
します。

公民館

市内４公民館のラウンジなどにお
いて、部屋利用以外の、子どもた
ちを含めた市民の居場所を提供し
た。
また、夏休み期間中には、自習室
として公民館の空いている部屋を
開放し、延べ63人の利用があっ
た。
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６．令和７年度に実施した主な新規事業 
事業名等 事業内容 担当課 該当施策 

東側基幹子育て

支援施設整備事

業 

開園から４０年以上が経過し老朽化し

ている北保育所及び坂田保育所の再整備

に合わせ、子育て支援センターを新設する

ことで子育て支援の充実を図る。 

令和７年度は移転先の既存建物の解体

設計、建設用地の測量及び新たに建設する

施設の基本設計を行った。 

保育課 

こども未来課 

建築課 

基本目標１（１） 

幼児期の教育・保

育の充実 

民間保育施設保

育士確保事業 

民間保育施設が新たに雇用する保育士

を対象に、保育士一人あたり１０万円を補

助した。 

保育課 基本目標１（１） 

幼児期の教育・保

育の充実 

放課後児童クラ

ブ無線ＬＡＮ環

境整備事業 

市内小学校での学習用端末の使用拡大

に伴い、放課後児童クラブにおいても児童

が学習用端末を用いた宿題などを円滑に

行えるよう、環境を整備した。 

保育課 基本目標２（１） 

学校教育の充実 

妊産婦移動支援

事業 

母子健康手帳の交付を受けた方を対象

に、出産日の３０日後までの間にタクシー

を利用した通院や外出費用の一部を助成

した。 

健康増進課 基本目標４（４） 

子育て家庭への経

済的支援の充実 

学校給食費第３

子以降無償化事

業 

多子世帯の保護者に対し、第３子以降の

学校給食費を申請に基づき無償化した。 

教育総務課 基本目標４（４） 

子育て家庭への経

済的支援の充実 



 
 

 

 

 

 

 

 


